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２ 公有財産の活用による産業の活性化 

本村は、山地・丘陵地が多く平地部が極端に少ないため、住宅地や公共施設等の用地が不足

してきた。また、集落や公共施設が分散しており、村の中心部的な場を形成することができな

かった。そのため、平成19年度に大保ダムの建設に伴う残土を利用して、塩屋湾外海の公有水

面を埋め立てて約32.7haの造成地「結の浜」地区を創出した。 

現在、すでに村営住宅、村立診療所、企業支援施設、結の浜公園等の整備は完了しており、

次いで小学校の統合、中学校の移転に伴い、新しい大宜味小学校、大宜味中学校が建設された。

また、分譲地の住宅建設も進み、住宅施設用地の一部は民間賃貸住宅用地として分譲されたと

ころである。埋立竣工時の計画から、村の将来像の実現及び人口目標の達成と持続可能な

地域社会づくりに向けて、用途変更を図りながら整備推進を図ってきた。 

南側の未利用地において大型宿泊施設の誘致に伴う調整が進んでおり、立地実現による

村の経済波及効果及び雇用、定住促進に大きな期待を寄せている。 

 

また、本村には、老朽化した公共施設の移転・

建て替え等により、大規模な跡地が発生している。

田港に所在する旧国頭地区消防組合大宜味分遣

所や旧一心療護園（障害者支援施設）、喜如嘉に所

在する旧大宜味村立診療所跡地がそれに該当す

る。 

他にも、少子化・過疎化による児童数の減少か

ら、４小学校の統合移転と中学校校舎等の危険改

築に伴い結の浜への移転が行われ、５つの学校跡

地が発生している。 

そのため、耐用年数の残る施設の転用や、廃止となった施設解体後の跡地の有効かつ効果的

な利用を図っていく。学校跡地以外の未利用の土地建物については賃貸や売却も視野に入れ検

討し、民間活用により産業の活性化から村民の所得向上と安定した雇用による定住人口増を目

指す。 

  


